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議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
四
回
三
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に

開
催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、承
認
、同
意
な
ど
は
、

こ
の
本
会
議
で
行
わ
な
け

れ
ば
法
的
な
効
力
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
比
べ
委
員
会
は
、

議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、

議
員
の
一
部
を
も
っ
て
構

成
す
る
会
議
の
こ
と
を
い

い
、
議
会
の
運
営
を
協
議

す
る
議
会
運
営
委
員
会
の

他
に
綾
瀬
市
に
は
、
三
つ

の
常
任
委
員
会
と
基
地
政

策
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、

本
会
議
で
の
審
議
の
予
備

的
審
査
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と委

員
会
」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

ミ
ニ
知
識

●
認
知
症
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

　

Ｑ　

認
知
症
の
早
期
発
見
に
つ

な
げ
る
た
め
、
高
齢
者
で
も
容
易

に
確
認
が
で
き
る
、
認
知
症
自
己

診
断
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
は
。

　

Ａ　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
委

員
な
ど
の
対
面
で
の
簡
易
検
査
や

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

戸
別
訪
問
に
よ
り
、
早
期
発
見
に

努
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
非
対
面
の
対
応
も
必

要
な
た
め
、
研
究
を
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
は
、
歯
周
病
が
関
係
し
て
い
る

と
発
見
さ
れ
た
。
成
人
歯
科
検
診

を
認
知
症
予
防
策
と
し
て
位
置
付

け
、対
象
年
齢
を
拡
充
し
な
い
か
。

　

Ａ　

受
診
率
が
低
い
た
め
、
拡

充
は
難
し
い
が
、
実
施
方
法
や
動

機
付
け
支
援
な
ど
の
検
討
を
進

め
、受
診
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

●
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
（
減

便
）
に
つ
い
て

　

Ｑ　

事
業
者
か
ら
路
線
バ
ス
の

減
便
が
報
告
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

収
束
後
、
市
民
の
利
用
が
増
え
た

場
合
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

Ａ　

新
た
な
生
活
様
式
と
な
る

中
、
公
共
交
通
の
見
通
し
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
市
民
の
要
望

は
、
事
業
者
と
の
定
期
的
な
打
ち

合
わ
せ
の
機
会
に
伝
え
て
い
く
。

●
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

感
染
防
止
に
、
学
校
の
洋

式
ト
イ
レ
に
ふ
た
を
付
け
、
ふ
た

を
し
て
流
す
よ
う
推
奨
し
て
は
。

　

Ａ　

既
存
の
便
器
に
適
合
す
る

ふ
た
を
調
査
し
、
早
期
に
設
置
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

創
政
会 

古
市　
　

正

認
知
症
の
早
期
発
見
に
向
け 

自
己
診
断
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
は

●
外
国
人
市
民
が
活
躍
す
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

　

Ｑ　

外
国
人
市
民
が
真
に
活
躍

す
る
に
は
、
雇
用
な
ど
経
済
的
基

盤
が
重
要
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

ま
た
、
外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
に

対
す
る
高
校
進
学
へ
の
支
援
は
。

　

Ａ　

日
本
語
能
力
の
向
上
が
労

働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
日
常
生

活
を
豊
か
に
す
る
と
考
え
、
言
葉

の
壁
解
消
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

個
に
応
じ
た
学
習
支
援
や
、
保
護

者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
日
本

語
指
導
協
力
者
へ
の
通
訳
の
委
託

な
ど
で
、進
学
を
促
進
し
て
い
る
。

●
目
久
尻
川
の
未
来
に
向
け
て

　

Ｑ　

総
合
計
画
２
０
３
０
基
本

構
想
に
「
目
久
尻
川
流
域
の
歴
史

文
化
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
位

置
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
と
思
う
。
周
辺
の
親
水
公
園
、

せ
せ
ら
ぎ
広
場
の 
進 しん 　
  �
状
況
は
。

ち
ょ
く

　

Ａ　

親
水
公
園
は
、
計
画
面
積

の
約　

％
を
取
得
し
、
今
後
も
未

８５

買
収
地
の
交
渉
を
進
め
る
。
せ
せ

ら
ぎ
広
場
は
、
園
路
の
再
整
備
な

ど
を
考
え
て
お
り
、
詳
細
は
地
元

と
調
整
し
、
実
施
し
て
い
く
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
の
働

き
方
に
つ
い
て

あ
や
せ
未
来
会
議　

安
藤
多
惠
子

外
国
人
市
民
が
真
に
活
躍
す
る

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

Ｑ　

市
の
事
業
が
中
止
や
縮
小

と
な
り
、
職
員
へ
の
事
業
継
承
な

ど
課
題
が
あ
る
。
市
民
と
協
働
し

て
運
営
し
て
い
る
、
光
・
食
・
文
化

の
祭
典（
Ａ
Ｂ
Ｆ
）や
大
納
涼
祭
で

は
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　

Ａ　

次
回
開
催
に
向
け
記
録
を

随
時
残
す
な
ど
、
担
当
内
で
の
情

報
共
有
を
図
り
、
中
止
の
影
響
が

出
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
自
治
会
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
の
自
治
会
活
動
の
自
粛
に
よ

り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
乏
し
く

な
る
と
危
惧
す
る
が
、
活
動
状
況

は
。
ま
た
、
市
の
支
援
は
。

　

Ａ　

感
染
症
対
策
を
講
じ
て
、

災
害
対
策
や
子
ど
も
の
見
守
り
な

ど
が
、
規
模
を
縮
小
し
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
の

実
施
に
伴
う
助
成
を
行
っ
た
。

●
独
り
親
家
庭
や
、
独
居
高
齢
者

等
の
支
援
の
必
要
な
家
庭
対
策
に

つ
い
て

　

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
、
独
り
親
家
庭
の
経
済
的
な
困

窮
が
深
刻
だ
が
、支
援
の
状
況
は
。

ま
た
、学
校
で
は
、支
援
が
必
要
な

家
庭
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

　

Ａ　

国
に
先
駆
け
て
５
月
に
臨

時
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
と
と

も
に
、
自
立
支
援
員
の
相
談
を
継

続
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
・
生

徒
に
は
、毎
月
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

●
ご
み
削
減
取
組
の
重
要
性
に
つ

い
て

　

Ｑ　

海
老
名
市
が
ご
み
の
有
料

化
を
導
入
し
、
排
出
量
が
減
っ
て

い
る
と
聞
い
た
が
、
高
座
清
掃
施

あ
や
せ
未
来
会
議　

佐
竹　

百
里

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の 

自
治
会
活
動
と
支
援
の
状
況
は

設
組
合
の
分
担
金
負
担
割
合
に
影

響
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
は
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

Ａ　

分
担
金
に
は
、
２
年
前
の

搬
入
量
に
応
じ
て
各
市
負
担
割
合

を
決
定
す
る
仕
組
み
が
あ
る
た

め
、
海
老
名
市
の
減
量
化
に
伴
い

本
市
は
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、新
た
な
手
法
を
模
索
し
、減
量

化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
綾
瀬
市
教

育
大
綱
に
基
づ
く
子
供
た
ち
の
育

成
に
つ
い
て

　

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
教
育
現
場
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
新
し
い
生
活
様
式
に
基

づ
い
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
教
育

大
綱
の
方
針
に
変
更
は
あ
る
か
。

　

Ａ　

令
和
２
年　

月
１
日
の
総

１１

合
教
育
会
議
で
教
育
長
や
教
育
委

員
と
一
部
改
正
の
協
議
を
し
た

が
、
国
の
方
針
や
社
会
背
景
を
受

け
た
時
点
修
正
で
あ
る
た
め
、
市

の
方
向
性
は
変
わ
ら
な
い
。

　

Ｑ　

食
物
を
共
に
育
て
、
調
理

し
、
食
べ
る
と
い
う
体
験
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
持
続
可
能
な

生
き
方
を
学
ぶ
、
「
食
べ
ら
れ
る

校
庭
」
と
い
う
取
り
組
み
が
あ

る
。
校
内
菜
園
が　

校
も
あ
る
本

１１

市
の
特
色
を
生
か
し
、
学
校
菜
園

を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
。

　

Ａ　

小
・
中
学
校
で
は
敷
地
内

外
に
畑
を
所
有
し
、
栽
培
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
食
物
の
栽
培
に
よ

り
、
食
育
や
継
続
的
に
管
理
す
る

能
力
、
地
域
協
力
者
と
の
関
わ
り

な
ど
、
教
育
的
効
果
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
推
進
し
た
い
。

●
竹
林
の
整
備
・
活
用
に
つ
い
て

　

Ｑ　

放
置
状
態
と
な
っ
て
い
る

竹
林
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

撤
去
し
、
対
応
し
て
い
る
が
、
竹

の
処
分
に
苦
労
し
て
い
る
。
市
の

協
力
は
得
ら
れ
な
い
か
。

　

Ａ　

竹
は
、
一
般
の
剪
定
枝
な

ど
と
同
様
に
、
ご
み
の
収
集
日
に

処
分
で
き
る
。
搬
出
量
に
よ
り
、

個
別
に
対
応
を
し
て
い
る
。

あ
や
せ
未
来
会
議　

石
井　

麻
理

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
た
ち
の 

育
成
と
今
後
の
教
育
方
針
は

綾瀬イルミネーションが１２月７日から１月７日まで開催されました＜市役所南側広場にて＞
市公認キャラクター市公認キャラクター
「「ブタッコリ～」ブタッコリ～」

市の花  「バラ」


